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星」が有力な説となっています。北七つ星は、言わずと知れた「北斗七星」で、ムリカ星は先ほどから触れている「スバル」です。ムリカ星は、神様の言うことを聞いて島を治めに行ったので、天頂高く掲げられ、島 人たちは、ムリカ星 頼り するようになった、目当てにするようになったというわけです。　
星図座でいて座は、上半身は人間で下半身は馬という怪人
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紹介してまいりました 、スバル 活躍はまだあります。それが「イールユドゥン・アールユドゥン」 す。　
全く聞きなれない言葉が出てきましたが、 「イール」という
のは「西」とか、 「入る」とかの意で、 「アール」とは「東」とか、 「上がる」とかの意があります。　
私の母は五年前に九十二歳で亡くなりましたが、亡くなる数













































































































































































えました。天帝は、娘が地上の男と結婚したことをとても怒っていました。　「娘と会うなんてとんでもない。会いたければ冬瓜の種を蒔きなさい。 」と言って冬瓜 種を里之 に渡しました。　その時天女が、 「種を蒔くときは鎌を持ち馬に乗って蒔きな


















































































































































した。稲の収穫の仕方は、本土 八重山ではかなり違いがあり、稲を刈りとるとその場で脱穀し、袋に入れて持ち帰り、庭に広げた、藁で出来た、ニクブクと呼ばれる敷物の上に広げて干すのです。十分に乾燥されたら、今度は、良い籾と悪い籾を選別して米蔵に入れる訳です。 籾を選別する時、ひしゃく型のペーらと呼ばれる道具に籾を入れ高いところから落としていくと、実の入っていない悪い籾は風でえり分けられていくのです。風が途絶えると、大人 ちは口笛で風を呼びました。　
このように、目に見えない風を自由に呼び寄せていた大人た





「ウラフニユンタ」です。ウラは「蔵・蔵元」 、フニは、 「船、公用船」のことです。帆船時代の船旅は大変な難事であり、かも、島人たちが血のにじむような思いで納めた貢納物 せて首里城まで届けるのだから、その責任の重さは容易なことではなかったでしょう。沖縄旅の出航は、季節風が南に わる四
暦を確認したりして、 「今日の満潮は＊＊時なので、夕方になるでしょう」と言って帰られました。彼の言った通り、満潮の時刻に無事、かわいい赤ちゃん山羊が誕生しました。　
そう言えば、これまでに何度も身内の者の臨終に立ち会った










クー（四角い凧） 、ハッカク（八角型の凧）等の固有の伝統凧があります。正月が近づくと、各家庭では男の子たちが竹を削って凧作りを始め、正月の朝には村の空 っぱいに凧 揚がり、唸り声が聞こえてきたものです。　
さて、その凧を揚げる際に、無風状態 続くと口笛で風をよ




























































































































サ）が萌える時期なの 、小学生の頃はかごを持って浜におり、アーサ取りに熱中したも です。潮の引いた岩礁の上 へばりついたアーサを取るので、沖に出ること ありませんでしたが、急な風雨に追われて帰宅した経験は何度もあ ました。　
また、高校時代に春休みを利用して、友人と離島に遊びに行
く計画を立てたら 「この時期 は船 乗るもんじゃない」と、祖母にひどく叱られ とがあります。因 の時期に発生する低気圧を、昔は「台湾坊主」と呼んでいまし 、台湾に対する失礼な呼び名だとして、こ 頃で 使われなくなりました。　
また、島の漁師たちにとって、安心して漁に出るためにも
「二月風廻り」の終了時期を見極めることが大事なこととされていました。その知らせをしてくれるのが、 「アンパルヌミダガーマ」という民謡に登場 「ツノメガニ」です。ツノメガニが波打ち際で、一斉に穴を開いたら、 「二月風廻り」が通り過ぎたと判断したようです。
おわりに
　
学問的裏付けのない六十余年のつたない経験をいくつか紹介
